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国
営
沖
縄
記
念
公
園
首
里
城
地
区
で
は
、

『
黄
金
御
殿
・
寄
満
・
近
習
詰
所
、
奥
書

院
』
の
復
元
整
備
工
事
を
完
了
し
、
平
成

26
年
１
月
24
日
（
金
）
に
関
係
者
参
列
の

下
、
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

首
里
城
で
復
元
整
備
さ
れ
る
施
設
は
、

主
に
学
識
経
験
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
復

元
建
物
等
検
討
委
員
会
の
審
議
に
諮
っ
た

上
で
設
計
し
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
新
し
く
復
元
整
備
さ
れ
た
施
設
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

○
黄
金
御
殿…

王
や
王
妃
の
居
室
、
寝
室

が
あ
り
、「
御
内
原
」
の
中
心
と
な
る
建

物
。
内
部
に
美
術
工
芸
品
等
の
展
示
が

可
能
な
特
別
展
示
室
等
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

○
寄
満…

国
王
や
そ
の
家
族
の
毎
日
の
食

事
を
調
理
す
る
建
物
。
イ
ベ
ン
ト
等
に

使
用
可
能
な
多
目
的
室
等
を
整
備
し
て

い
ま
す
。

○
近
習
詰
所…

国
王
へ
の
取
次
ぎ
を
行
う

近
習（
き
ん
じ
ゅ
う
）が
控
え
て
い
ま
し

た
。
休
憩
・
動
画
鑑
賞
が
で
き
る
ほ
か
、

南
殿
と
黄
金
御
殿
を
結
ぶ
連
絡
通
路
と

し
て
整
備
し
、
書
院
か
ら
正
殿
ま
で
、

往
時
の
国
王
の
動
線
で
あ
っ
た
２
階
レ

ベ
ル
で
の
移
動
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

○
奥
書
院…

国
王
が
執
務
の
間
に
休
息
し

た
建
物
。
休
憩
が
で
き
る
「
く
つ
ろ
ぎ

の
空
間
」
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
黄
金
御
殿
等
は
、

正
殿
以
外
で
は
「
御
内
原
（
お
う
ち
ば

ら
）」
に
お
け
る
初
め
て
供
用
さ
れ
た
施
設

と
な
り
ま
し
た
（
注
：
正
殿
の
２
階
な
ど

は
御
内
原
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。）。
御
内
原
と
は
、
正
殿
の
裏
側
に

当
た
る
一
帯
で
、
国
王
と
そ
の
家
族
及
び

そ
れ
ら
に
仕
え
る
１
０
０
人
ほ
ど
い
た
と

い
わ
れ
る
女
官
た
ち
の
生
活
や
儀
礼
の
場

で
あ
り
、
王
家
を
除
い
て
男
子
禁
制
の
領

域
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の

黄
金
御
殿
等
の
整
備
に
よ
り
、
男
性
が
中

心
と
な
っ
た
正
殿
前
御
庭
な
ど
の
「
行
政

空
間
」、
神
女
た
ち
を
中
心
と
し
た
京
の
内

な
ど
の
「
祭
祀
空
間
」
に
加
え
て
、
王
家

や
女
官
た
ち
に
よ
る
「
生
活
・
儀
礼
空
間
」

で
あ
る
御
内
原
の
一
部
が
復
元
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

１
月
25
日

（
土
）、
26
日

（
日
）
に
は

新
規
施
設
開

館
を
記
念
し

て
、
往
時
、

首
里
城
で
行

わ
れ
て
い
た

祭
祀
行
事
の

一
つ
で
あ
る

「
百
人
御
物

参
（
も
も
そ
お
も
の
ま
い
り
）」
の
一
部
を

再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
神
女
た
ち
が
首
里
城
及
び
周
辺
の

御
嶽
を
お
参
り
し
、
国
王
の
長
寿
や
子
孫

繁
栄
、
航
海
安
全
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈

願
す
る
行
事
で
す
。
厳
か
な
雰
囲
気
で
行

わ
れ
、「
琉
球
独
自
の
祭
祀
行
事
を
鑑
賞
で

き
た
。」
と
来
園
者
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
国
営
沖
縄
記
念
公
園
事
務
所
で

は
、
残
る
施
設
の
復
元
整
備
を
進
め
、
よ

り
深
み
の
あ
る
歴
史
・
文
化
を
演
出
す
る

と
と
も
に
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
、

公
園
全
体
の
魅
力
を
高
め
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

（
お
ま
け
）

　

今
回
、
黄
金
御
殿
の
１
階
に
左
掖
門

（
さ
え
き
も
ん
。
左
の
脇
門
と
い
う
意
味
で

す
。）
と
い
う
門
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
門
は
建
物
下
に
あ
っ
て
昼
間
で
も
薄
暗

か
っ
た
こ
と
か
ら
「
ク
ラ
シ
ン
御
門
（
う

じ
ょ
う
）」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
小
説
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」（
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
）
で
主
人
公
の
真
鶴
（
男
名
：
寧

温
）
が
女
か
ら
男
へ
変
身
し
た
場
所
で
、

秘
密
通
路
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
正

殿
前
の
御
庭
か
ら
見
学
可
能
で
す
の
で
是

非
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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